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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直している
福岡県の景気は、生産活動において持ち直しの動きが続いているほか、個人消費についても底堅い状況にあ

る等、総じてみると持ち直しています。
公共工事は５ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、生産活動は、トランジスタが増産となった電子部品・デバイス

が上昇する等、持ち直しの動きが続いており、個人消費についても、主力の衣料品が前年を上回る等、底堅く推
移しています。また、住宅建設も３ヵ月ぶりに前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 持ち直しの動きが続いている
３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は113.7と前月比0.8％上昇しました。
主要業種では、四輪自動車の生産が減少した輸送

機械は低下したものの、トランジスタが増産となった
電子部品・デバイスが上昇する等、生産は持ち直しの
動きが続いています。

3.住宅建設

４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比3.9％増の
3,606戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「貸
家」「給与」「分譲（マンション）」が前年を上回り、全体
でも３ヵ月ぶりに前年を上回りました。

4.公共工事 ５ヵ月ぶりに前年を下回る
４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比7.5％増の486件、金額が同7.9％減の430億円と
なりました。
発注者別では、市庁舎建設工事の大型案件があっ

た「市町村」等が前年を上回りましたが、「国」「独立行
政法人等」「県」が前年を下回り、全体でも５ヵ月ぶりに
前年を下回りました。

5.企業倒産 ４ヵ月ぶりに前年を上回る

2.個人消費 底堅く推移している
４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.2％増の515億円となりました。
気温が上昇した影響等により春物衣料に動きがみ

られ、主力の衣料品が好調だった他、化粧品や宝飾品
などの高額品も前年を上回る等、個人消費は底堅く
推移しています。

F u k u o k a

３ヵ月ぶりに前年を上回る

経 済 動 向 〈福岡県〉

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比22.2％減の21件、負債総額は約72億
円となりました。
太陽光パネル製造販売業で52億円の大型倒産が

発生したほか、建設業で５億円の倒産が発生するな
ど、負債総額は前年を上回りました。
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福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直している
福岡県の景気は、生産活動において持ち直しの動きが続いているほか、個人消費についても底堅い状況にあ
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と、総合指数は113.7と前月比0.8％上昇しました。
主要業種では、四輪自動車の生産が減少した輸送

機械は低下したものの、トランジスタが増産となった
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前年を下回りました。
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2.個人消費 底堅く推移している
４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.2％増の515億円となりました。
気温が上昇した影響等により春物衣料に動きがみ

られ、主力の衣料品が好調だった他、化粧品や宝飾品
などの高額品も前年を上回る等、個人消費は底堅く
推移しています。
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経 済 動 向 〈福岡県〉

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
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４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比22.2％減の21件、負債総額は約72億
円となりました。
太陽光パネル製造販売業で52億円の大型倒産が

発生したほか、建設業で５億円の倒産が発生するな
ど、負債総額は前年を上回りました。
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、熊本地震からの復興が続くなかで、緩やかに回復しています。
生産活動は、電気機械が上昇する等、回復の動きが続いており、個人消費についても、昨年4月の熊本地震に

よる休業や買い控えの反動等により、全ての品目が前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。また、住
宅建設及び公共工事も復興需要等を背景に前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は140.5と前月比5.9％低下しました。
主要業種では、集積回路の生産が減少した電子部

品・デバイス等が低下したものの、電気機械が上昇す
る等、生産全体としては引き続き高い水準を維持して
おり、回復の動きが続いています。

3.住宅建設

４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比45.6％増
の1,455戸となりました。
「給与」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「持
家」「貸家」「分譲（マンション）」が前年を上回り、全体
でも８ヵ月連続で前年を上回りました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数

4.公共工事

４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比75.6％増の453件、金額が同112.5％増の320億
円となりました。
震災復旧工事の大型案件があった「独立行政法人

等」や、警察庁舎新築工事の大型案件があった「県」等
が前年を大きく上回り、全体でも９ヵ月連続で前年を
上回りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高

5.企業倒産

４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は同33.5％
増の約７億円となりました。
不動産賃貸業で約７億円の倒産が発生するなど、

負債総額は前年を上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
56.7％増の127億円となりました。
昨年4月の熊本地震による休業や買い控えの反動

等により、全ての品目が前年を上回る等、個人消費は
持ち直しの動きが続いています。

熊本地震からの復興が続くなかで、緩やかに回復している

回復の動きが続いている

８ヵ月連続で前年を上回る

９ヵ月連続で前年を上回る

４ヵ月連続で前年を上回る

持ち直しの動きが続いている
■熊本県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県

130

120

110

100

90

150

140

30.0
40.0
50.0

20.0

60.0

10.0
0.0

▲10.0
▲20.0
▲30.0
▲40.0

（%）

2012 2013 2014 2015 2016 2017

2012 2013 2014 2015 2016 2017

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

1,400

1,000

1,200

800

600

400

200

0

（戸）
150

100

50

0

▲50

250

100

200

150

50

0

▲50

（％）

前年比

300

250

200

150

100

50

0

（億円） （％）

（件数）
30

20

10

0

（億円）

5

10

15

負債総額

倒産件数

0

2016

2016

2016

1,453
1,497 1,455

2017
2 34 5 6 7 8 9 10 11 12 1 4

2017
2 34 5 6 7 8 9 10 11 12 1 4

320493

72

2017
3254 6 7 8 9 10 11 12 1 4

前年比

58FFG MONTHLY SURVEY Vol.101



経 済 動 向 〈熊本県〉
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でも８ヵ月連続で前年を上回りました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数

4.公共工事
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比75.6％増の453件、金額が同112.5％増の320億
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上回りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高

5.企業倒産

４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は同33.5％
増の約７億円となりました。
不動産賃貸業で約７億円の倒産が発生するなど、

負債総額は前年を上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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等により、全ての品目が前年を上回る等、個人消費は
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、主要指標である生産活動と個人消費がともに底堅い状況にある等、総じて底堅く推移して
います。
住宅建設は３ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、生産活動は修繕船が増産となった輸送機械が上昇する等、底

堅く推移しており、個人消費についても、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移していま
す。また、公共工事も前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.9と前月比5.4％低下しました。
主要業種では、半導体集積回路の生産が減少した

電子部品・デバイスは低下したものの、修繕船が増産
となった輸送機械が上昇する等、生産は底堅く推移し
ています。

3.住宅建設 ３ヵ月ぶりに前年を下回る
４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比36.0％減
の396戸となりました。
「持家」「貸家」「給与」「分譲」の全てで前年を下回
り、全体でも３ヵ月ぶりに前年を下回りました。

4.公共工事 ８ヵ月連続で前年を上回る
４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比36.9％増の297件、金額が同16.1％増の511億
円となりました。
発注者別では、九州新幹線トンネル工事の大型案

件があった「独立行政法人等」や、水道施設工事が
あった「市町村」等が前年を上回り、全体でも８ヵ月連
続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 ２ヵ月連続で前年を上回る
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％減の２件、負債総額は約11億円
となりました。
ホテルで11億円の大型倒産が発生するなど、負債

総額は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.6％減の83億円となりました。
主力の衣料品や飲食料品は前年を下回ったもの

の、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、
個人消費は底堅く推移しています。

底堅く推移している

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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■長崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、主要指標である生産活動と個人消費がともに底堅い状況にある等、総じて底堅く推移して
います。
住宅建設は３ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、生産活動は修繕船が増産となった輸送機械が上昇する等、底

堅く推移しており、個人消費についても、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移していま
す。また、公共工事も前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.9と前月比5.4％低下しました。
主要業種では、半導体集積回路の生産が減少した

電子部品・デバイスは低下したものの、修繕船が増産
となった輸送機械が上昇する等、生産は底堅く推移し
ています。

3.住宅建設 ３ヵ月ぶりに前年を下回る
４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比36.0％減
の396戸となりました。
「持家」「貸家」「給与」「分譲」の全てで前年を下回
り、全体でも３ヵ月ぶりに前年を下回りました。

4.公共工事 ８ヵ月連続で前年を上回る
４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比36.9％増の297件、金額が同16.1％増の511億
円となりました。
発注者別では、九州新幹線トンネル工事の大型案

件があった「独立行政法人等」や、水道施設工事が
あった「市町村」等が前年を上回り、全体でも８ヵ月連
続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 ２ヵ月連続で前年を上回る
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％減の２件、負債総額は約11億円
となりました。
ホテルで11億円の大型倒産が発生するなど、負債

総額は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.6％減の83億円となりました。
主力の衣料品や飲食料品は前年を下回ったもの

の、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、
個人消費は底堅く推移しています。

底堅く推移している

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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■長崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
長崎県 全国 九州７県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、生産活動に弱さがみられるものの、個人消費は底堅い状況にある等、総じてみると底堅く推
移しています。
公共工事が４ヵ月ぶりに前年を下回ったほか、生産活動についても化学が低下する等、弱含みの兆しがみられ

ます。一方で、個人消費は主力の衣料品や飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、住宅建設
についても２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は87.6と前月比4.5％低下しました。
主要業種では、一般機械が上昇したものの、化学が

低下する等、生産は弱含みの兆しがみられます。

3.住宅建設

４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比9.2％増の
332戸となりました。
｢持家」「貸家」「給与」が前年を上回り、全体でも２ヵ

月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比3.2％増の161件、金額が同16.6％減の126億円
となりました。
発注者別では、学校校舎改築工事があった「市町

村」等が前年を上回りましたが、「国」「独立行政法人
等」「県」が前年を下回り、全体でも４ヵ月ぶりに前年を
下回りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％減の３件、負債総額は約５億円と
なりました。
ホテルで４億円の倒産が発生したほか、運送業で約

１億円の倒産が発生するなど、負債総額は前年を上回
りました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.3％増の51億円となりました。
気温が上昇した影響等により春物衣料に動きがみ

られ、主力の衣料品が好調だった他、飲食料品も前年
を上回る等、個人消費は底堅く推移しています。

底堅く推移している

弱含みの兆しがみられる

２ヵ月ぶりに前年を上回る

４ヵ月ぶりに前年を下回る

２ヵ月連続で前年を上回る

底堅く推移している
■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、生産活動に弱さがみられるものの、個人消費は底堅い状況にある等、総じてみると底堅く推
移しています。
公共工事が４ヵ月ぶりに前年を下回ったほか、生産活動についても化学が低下する等、弱含みの兆しがみられ

ます。一方で、個人消費は主力の衣料品や飲食料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、住宅建設
についても２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は87.6と前月比4.5％低下しました。
主要業種では、一般機械が上昇したものの、化学が

低下する等、生産は弱含みの兆しがみられます。

3.住宅建設

４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比9.2％増の
332戸となりました。
｢持家」「貸家」「給与」が前年を上回り、全体でも２ヵ

月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比3.2％増の161件、金額が同16.6％減の126億円
となりました。
発注者別では、学校校舎改築工事があった「市町

村」等が前年を上回りましたが、「国」「独立行政法人
等」「県」が前年を下回り、全体でも４ヵ月ぶりに前年を
下回りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％減の３件、負債総額は約５億円と
なりました。
ホテルで４億円の倒産が発生したほか、運送業で約

１億円の倒産が発生するなど、負債総額は前年を上回
りました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.3％増の51億円となりました。
気温が上昇した影響等により春物衣料に動きがみ

られ、主力の衣料品が好調だった他、飲食料品も前年
を上回る等、個人消費は底堅く推移しています。

底堅く推移している

弱含みの兆しがみられる

２ヵ月ぶりに前年を上回る

４ヵ月ぶりに前年を下回る

２ヵ月連続で前年を上回る

底堅く推移している
■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、主要指標である生産活動と個人消費がともに底堅い状況にある等、総じて底堅く推移して
います。
生産活動はプラスチックが増産となった化学・石油製品が上昇する等、底堅く推移しており、個人消費につい

ても、主力の衣料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、住宅建設が２ヵ月ぶりに前年を上回ったほ
か、公共工事についても前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.7と前月比2.5％低下しました。
主要業種では、半導体の生産が減少した電子部品・

デバイスは低下したものの、プラスチックが増産と
なった化学・石油製品が上昇する等、生産は底堅く推
移しています。

3.住宅建設

４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比36.7％増
の585戸となりました。
「持家」「貸家」「給与」「分譲」の全てで前年を上回
り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比11.3％増の227件、金額が同84.5％増の273億
円となりました。
発注者別では、震災復旧工事の大型案件があった

「独立行政法人等」や、土地造成工事の大型案件が
あった「その他公共的団体」等が前年を大きく上回り、
全体でも８ヵ月連続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比66.7％減の２件、負債総額は同96.8％
減の約１億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。　

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.3％減の82億円となりました。　
飲食料品は前年を下回ったものの、気温が上昇し

た影響等により春物衣料に動きがみられ、主力の衣
料品が前年を上回る等、個人消費は底堅く推移して
います。

底堅く推移している

底堅く推移している

２ヵ月ぶりに前年を上回る

８ヵ月連続で前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

底堅く推移している
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■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
大分県 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、主要指標である生産活動と個人消費がともに底堅い状況にある等、総じて底堅く推移して
います。
生産活動はプラスチックが増産となった化学・石油製品が上昇する等、底堅く推移しており、個人消費につい

ても、主力の衣料品が前年を上回る等、底堅く推移しています。また、住宅建設が２ヵ月ぶりに前年を上回ったほ
か、公共工事についても前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.7と前月比2.5％低下しました。
主要業種では、半導体の生産が減少した電子部品・

デバイスは低下したものの、プラスチックが増産と
なった化学・石油製品が上昇する等、生産は底堅く推
移しています。

3.住宅建設

４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比36.7％増
の585戸となりました。
「持家」「貸家」「給与」「分譲」の全てで前年を上回
り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比11.3％増の227件、金額が同84.5％増の273億
円となりました。
発注者別では、震災復旧工事の大型案件があった

「独立行政法人等」や、土地造成工事の大型案件が
あった「その他公共的団体」等が前年を大きく上回り、
全体でも８ヵ月連続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比66.7％減の２件、負債総額は同96.8％
減の約１億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。　

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.3％減の82億円となりました。　
飲食料品は前年を下回ったものの、気温が上昇し

た影響等により春物衣料に動きがみられ、主力の衣
料品が前年を上回る等、個人消費は底堅く推移して
います。

底堅く推移している

底堅く推移している

２ヵ月ぶりに前年を上回る

８ヵ月連続で前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

底堅く推移している
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■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 底堅く推移している

1.生産活動 弱含みの兆しがみられる
３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.3と前月比1.7％低下しました。
主要業種では、食料品が上昇したものの、電子部

品・デバイスが低下する等、生産は弱含みの兆しがみ
られます。
　

3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を下回る
４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比2.0％減の
694戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、「貸
家」「給与」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体
でも２ヵ月連続で前年を下回りました。

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比17.6％減の192件、金額が同9.7％増の117億円
となりました。
発注者別では、高速道路工事があった「独立行政法

人等」と、複合施設改修工事の大型案件があった「市
町村」が前年を上回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上
回りました。

■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は同79.9％
減の１億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■宮崎県の倒産状況

2.個人消費 底堅く推移している
４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.2％減の55億円となりました。
主力の衣料品や飲食料品は前年を下回ったもの

の、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、
個人消費は底堅く推移しています。

宮崎県の景気は、生産活動に弱さがみられるものの、個人消費は底堅い状況にある等、総じてみると底堅く推
移しています。
生産活動は電子部品・デバイスが低下する等、弱含みの兆しがみられるほか、住宅建設についても２ヵ月連続

で前年を下回りました。一方で、個人消費は化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移してお
り、公共工事についても２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 底堅く推移している

1.生産活動 弱含みの兆しがみられる
３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.3と前月比1.7％低下しました。
主要業種では、食料品が上昇したものの、電子部

品・デバイスが低下する等、生産は弱含みの兆しがみ
られます。
　

3.住宅建設 ２ヵ月連続で前年を下回る
４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比2.0％減の
694戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、「貸
家」「給与」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体
でも２ヵ月連続で前年を下回りました。

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比17.6％減の192件、金額が同9.7％増の117億円
となりました。
発注者別では、高速道路工事があった「独立行政法

人等」と、複合施設改修工事の大型案件があった「市
町村」が前年を上回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上
回りました。

■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は同79.9％
減の１億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■宮崎県の倒産状況

2.個人消費 底堅く推移している
４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.2％減の55億円となりました。
主力の衣料品や飲食料品は前年を下回ったもの

の、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、
個人消費は底堅く推移しています。

宮崎県の景気は、生産活動に弱さがみられるものの、個人消費は底堅い状況にある等、総じてみると底堅く推
移しています。
生産活動は電子部品・デバイスが低下する等、弱含みの兆しがみられるほか、住宅建設についても２ヵ月連続

で前年を下回りました。一方で、個人消費は化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移してお
り、公共工事についても２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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（％）

経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 底堅く推移している
鹿児島県の景気は、主要指標である生産活動と個人消費がともに底堅い状況にある等、総じて底堅く推移し

ています。
住宅建設は前年を下回る状況が続いているものの、生産活動ははん用・生産用機械が上昇する等、底堅く推

移しており、個人消費についても、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移しています。ま
た、公共工事も前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.7と前月比0.9％上昇しました。
主要業種では、電子部品・デバイスが低下したもの

の、はん用・生産用機械が上昇する等、生産は底堅く
推移しています。

3.住宅建設 ６ヵ月連続で前年を下回る
４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比10.2％減
の793戸となりました。
「持家」を除く全ての項目で前年を下回り、全体で
も６ヵ月連続で前年を下回りました。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ４ヵ月連続で前年を上回る
４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比71.8％増の390件、金額が同51.1％増の238億
円となりました。
発注者別では、大学病棟新築工事の大型案件が

あった「独立行政法人等」や、空港ビル改築工事の大
型案件があった「その他公共的団体」等が前年を大き
く上回り、全体でも４ヵ月連続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％増の５件、負債総額は同1.2％増
の約９億円となりました。
養殖業で約６億円の倒産が発生したほか、建設業及

び電気工事業でそれぞれ約１億円の倒産が発生する
など、倒産件数、負債総額ともに前年を上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.9％増の121億円となりました。
主力の衣料品が好調だった他、化粧品や宝飾品な

どの高額品が前年を上回る等、個人消費は底堅く推
移しています。
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■鹿児島県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 底堅く推移している
鹿児島県の景気は、主要指標である生産活動と個人消費がともに底堅い状況にある等、総じて底堅く推移し

ています。
住宅建設は前年を下回る状況が続いているものの、生産活動ははん用・生産用機械が上昇する等、底堅く推

移しており、個人消費についても、化粧品や宝飾品などの高額品が前年を上回る等、底堅く推移しています。ま
た、公共工事も前年を上回る状況が続いています。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
３月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は92.7と前月比0.9％上昇しました。
主要業種では、電子部品・デバイスが低下したもの

の、はん用・生産用機械が上昇する等、生産は底堅く
推移しています。

3.住宅建設 ６ヵ月連続で前年を下回る
４月の新設住宅着工戸数は、前年同月比10.2％減
の793戸となりました。
「持家」を除く全ての項目で前年を下回り、全体で
も６ヵ月連続で前年を下回りました。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ４ヵ月連続で前年を上回る
４月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比71.8％増の390件、金額が同51.1％増の238億
円となりました。
発注者別では、大学病棟新築工事の大型案件が

あった「独立行政法人等」や、空港ビル改築工事の大
型案件があった「その他公共的団体」等が前年を大き
く上回り、全体でも４ヵ月連続で前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％増の５件、負債総額は同1.2％増
の約９億円となりました。
養殖業で約６億円の倒産が発生したほか、建設業及

び電気工事業でそれぞれ約１億円の倒産が発生する
など、倒産件数、負債総額ともに前年を上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
４月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.9％増の121億円となりました。
主力の衣料品が好調だった他、化粧品や宝飾品な

どの高額品が前年を上回る等、個人消費は底堅く推
移しています。
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■鹿児島県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
鹿児島県、九州経済産業局、経済産業省出所
鹿児島県 全国 九州７県

鹿児島県 全国 九州8県
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前年比

2012 2013 2014 2015 2016 2017

負債総額
倒産件数

2016 2017
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

2016 2017
9 104 5 6 7 8 11 12 1 2 3 4

前年比

2013 2014 2015 2016 20172012

2016 2017
54 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

184 84
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